








要約:肥満小児における脂肪分布を検討した。肥満度 30%を越える小児では、全例で皮下

脂肪厚は正常範囲を越えていた。肥満度 10～30%の群では、皮下脂肪厚の異常と正常の児

が混在していた。四肢および躯幹の計6か所で、超音波により皮下脂肪厚を計測した所、

肥満度 10～30%と 30%以上の 2 群では、躯幹の皮下脂肪厚のみに有意差を認めた。肥満度

30%を越えると、皮下脂肪、特に躯幹への脂肪の沈着がより著明となり、合併症、の危険

度も高まるため、より早期の予防、対応が必要である。


